
 

 

 

 

 

 

 ＯＤＦ解析のための簡易ＣＴＲパッケージソフトウエア 

  ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５Ｓ 

  Ver2.03 

  ODFPoleFigure1.5S-PFtoODF2-ValueODF 

   

  ODFPoleFigure1.5の改良版で、 

ホルダの異なるデータの解析、 

   ホルダ指定による大量データの一括処理が可能 

 

 

 

  従来、ＯＤＦ解析後Ｅｒｒｏｒ評価していましたが、 

  事前に、Ｒｐ％を計算し、最適な処理により最少なＲｐ％を求めた 

  極点処理が可能になりました。 

 

 Defocus曲線を作成時、規格化なしで作成した時の defocusファイル名は DEFOCUS_NOTNORM_F 

 になり、このファイルを用いる場合、配向試料の計算結果の再規格化あり、なしが選択出来ます。 

 しかし、規格化なしではＲｐ％の最適化は行えません。必ず、規格化ありとして下さい。 
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１．概要 

 本ソフトウエアは、結晶方位分布関数（Crystallite Orientation Distribution Function : ODF）向けに 

   複数の入力極点図を簡単な操作で作成する事を目的にしたソフトウエア群である。 

   操作方法を理解出来たら、オプション機能が充実している CTRフルパッケージに移行してください。 

   入力極点図データは、Ｒｉｇａｋｕ－ＡＳＣＩＩデータであるが、PAnalyticalや Brukerデータの場合、 

   CTRパッケージに含まれるデータ変換ソフトウエアでＡＳＣＩＩデータに変換すれば、同様に扱える。 

操作方法を簡単にするために、極点図測定ではサンプル名と極点図ファイル名は、サンプル名をホルダ名、 

極点図ファイル名の先頭に指数で作成する。ホルダ、サンプル名にはスペースを用いない事 

   例えば、光学系補正データ（ｒａｎｄｏｍ試料）、ｓａｍｐｌｅＡ，ｓａｍｐｌｅＢを測定する場合 

  

 とします。 

バックグランド測定 

  

  極点測定は、正味ｐｅａｋ積分測定を行っています。 

  材料を傾けて測定すると、ピークの幅が広がりバックグランド領域に広がってくるので 

  十分離れた角度でバックグランド測定を行って下さい。 

 

 極点図のカウント単位はｃｐｓです。 

 極点図の計算を行った場合、極点図の中心は平均値とした(Ver1.12以降) 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｄｅｆｏｃｕｓ測定 

  極点図測定では試料をビーム対して傾けて測定しています。 

  傾ける事で、回折線は２θ方向に広がります。 

  試料を９０度傾けると回折線の強度はゼロになります。 

  補正量を少なくするためにαは０度から７５度とし、更に補正を行います。 

 

 

 

 

 極点図の中心付近はフラットになりますが、なぜかデコボクする事があり、 

 中心３点の平均値でその３点の領域データとしています。 

 例えば、５度ステップで測定する場合、α方向９０、８５，８０のデータを平均して 

 ９０，８５，８０のデータとしております。 

 

 Ｓｃｈｕｌｚの反射法の場合、測定材料には関係なく、測定スリット幅、測定２θ角度、 

煽り角度（α確度）に依存したデータになります。 

 

 透過法データではｄｅｆｏｃｕｓは発生しないと考えています。 

 

 

 

 

 



２．ソフトウエアの構成 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ1_5(Ver1.08以降、限定仕様と FullCTRで ToolKitの変更) 

  極点図処理（バックグランド除去、ＲＤ補正、平滑化、吸収補正、ｄｅｆｏｃｕｓ補正） 

 ＰＦｔｏＯＤＦ(限定仕様の場合ＰＦｔｏＯＤＦ２，FULLCTRの場合ＰＦｔｏＯＤＦ3) 

  各種ＯＤＦ入力データの作成 

 ＶａｌｕｅＯＤＦ（ＶＦ） 

  入力極点図と再計算極点図からエラーＲｐ％を計算し、入力極点図、処理方法の評価を行う。 

この機能も Cubic の場合、ODFPoleFigure1.5 に含まれていて事前に最小の Rp%を算出する

補正を行います。ただし Rp%の計算機能は FULLCTRの機能です。 

 ＊FULLCTRとは、CTRフルパッケージソフトウエアです。 

３．動作環境 

 Ｗｉｎｄｏｗｓ３２，Ｗｉｎｄｏｗｓ６４ｂｉｔ 

 ｊａｖａ３Ｄが３２ｂｉｔ版のため、ｊａｖａは３２ｂｉｔ版をインストールする 

  ｊａｖａ－３２Ｂｉｔｒｕｎｔｉｍｅとｊａｖａ３Ｄがインストールされている事 

 インストールされていない場合、 

  C:¥CTR¥javazipがパッケージに含まれている場合 

   最初に jre-XXXX-windows-i586 

   次に  j3d-1_5_2-windows-i586 

  をインストールしてください。 

  パッケージに含まれていない場合、Ｏｒａｃｌｅサイトからｄｏｗｎｌｏａｄして下さい。 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．操作の流れ 

４．１ ｄｅｆｏｃｕｓファイルの作成 

    

 

       複数の極点図を選択 

 

 

       バックグランド除去  

       平滑化 

       吸収補正 

       （規格化） 

 

 

 

４．２ ｓａｍｐｌｅ測定データからＯＤＦ入力データ作成 

 

 

       複数の極点図を選択 

 

  

 

       バックグランド除去  

       平滑化 

       ＲＤ補正 

       吸収補正 

       ｄｅｆｏｃｕｓ補正（最適化Ｒｐ％） 

       （規格化） 

 

 

       目的とするＯＤＦを選択して 

       ＯＤＦ入力データの作成 

 

   ４．３ Ｅｒｒｏｒ Ｒｐ％の計算 

 

  

 

 

 

 

 

 ＣＴＲフルパッケージの場合は、ODFPoleFigure1.5ソフトウエア内部で予備 Rp%を計算しますが、 

 ODF解析の結果とは異なります。最終的には、ＯＤＦ解析結果から Rp%を確認してください。 

複数のｒａｎｄｏｍ試料極点図測定 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５ 

ｄｅｆｏｃｕｓファイルの登録 

複数の試料極点図測定 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５ 

ＰＦｔｏＯＤＦ２ 

再計算極点図のＥｘｐｏｒｔ 

ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ 



５．ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５Ｓの使い方 

 C:¥CTR¥bin¥ODFPoleFigureの立ち上げ 

 ファイル選択  バックグランド削除  平滑化  ＲＤ補正  透過法ブラインド設定 

      

平滑化 ホルダ指定  規格化  吸収補正   ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ファイル選択（ｏｒホルダ） ホルダ機能は、１２項で説明 

  複数のＡＳＣＩＩデータの選択（ｏｒホルダ） 

 バックグランド除去 

  バックグランド測定したＢＧ１（低角度）とＢＧ２（高角度）の計算方法を指定 

  doubleMode: ＢＧ１とＢＧ２の平均値 

  SingleMode  ＢＧ１とＢＧ２の低い強度 

  LowMode    ＢＧ１の強度 

  HighMode  ＢＧ２の強度 

  Nothing    強度は０ 

  Minimum(α、β) 測定データの最小値 

  MiniAver X  α平均強度の最小値に係数を掛けて決定（或いはＢＧ強度入力） 

   平滑化 

     各極点図位置（α、β）にWeightの重み付け、周辺４点の移動平均を Cycles回数繰り返す。 

 ＲＤ補正 

  測定時の試料取り付け位置の補正 

 吸収補正 

  試料厚さが薄い場合、補正を行う。 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

  光学系強度を無配向試料測定から補正を行う。 

 規格化 

  測定極点図の平均値で補正を行う。 

  C:¥CTR¥work¥stdNORM¥stdNORM.txtに“RINT”を登録すると正極点と同等 

  “CTR”の場合、極点図の中心と外周の重みを 1/2とする。 

 ToolKit 

  ＦｕｌｌＳｅｔのＣＴＲパッケージの場合、Ｔｏｏlの使用が可能   



５．１ ｄｅｆｏｃｕｓ補正ファイルの作成 

ｒａｎｄｏｍ測定ＡＳＣＩＩファイルを選択 

 

  

 バックグランド除去と規格化なしを指定してＣａｌｃ 

 

 表示は、バックグランド削除極点図{指数}最大強度 

ｄｅｆｏｃｕｓファイルの選択 

  

  ｄｅｆｏｃｏｕｓファイル名が表示されている場合、 で取り消す。 

  でＴＸＴ２ファイルを複数選択で 

 

 

 

 新しいＤｅｆｏｃｕｓファイルが登録される。 

 



 ｒａｎｄｏｍホルダ 

   

  .ASCは入力極点図 

  _chFB0S_2.TXTは極点処理結果で、 

    F: 極点図の対称操作処理 

    B0: バックグランド処理が DoubleMode 

      S:   強度の規格化処理 

    _2:  ＴＸＴ２ファイル（α、β、極密度） 

     _1F.TXT  １個のｄｅｏｃｕｓ多項式近似ファイル 

   ＤＥＦＯＣＵＳ＿Ｆ．ＴＸＴ 複数のｄｅｆｏｃｕｓ多項式近似ファイル 

   Real0_1F.TXT Ｅｘｅｃｌでプロファイル表示データ 

 多項式近似ファイルの表示 

   

 データの先頭が指数で始まっている。  

 入力データに対して自動で多項式近似式を決めるのは先頭の指数部分 

 Ver1.14以降は、スリット幅と２Theta角度も登録されています。 

 Ver1.62以降は多項式次数は自動もサポート 

Profileで確認 

 

で選択の場合  で選択の場合 

 

ｄｅｆｏｃｕｓプロファイルにうねりが発生する場合、TenckhoffFittingを選択 



内部規格化されない defocus曲線   内部規格化された defocus曲線 

 ５．１．１ 透過法ｄｅｆｏｃｕｓの対応 

 ｒａｎｄｏｍサンプルの透過測定、反射測定を行い、バックグランド除去、吸収補正を行い 

 ＴＸＴ２を作成し、ｄｅｆｏｃｕｓに登録します。 

  

 透過ｄｅｆｏｃｕｓ曲線の指数の後に”T”を追加し、ｓａｖｅする。 

  

  反射法の場合、解析する反射指数と登録されているｄｅｆｏｃｕｓ曲線指数の確認を 

  行うが、透過法の場合、確認が行われません。計算結果ＴＸＴ２ファイル名に_ch以降に”D” 

  が追加されていることを確認してください。 

 

 もし、透過用ｄｅｆｏｃｕｓファイルが見つからなくても、計算は行われるが、 

 以下のメッセージを表示する。 

  

 反射法はｄｅｆｃｏｕｓファイルが見つからない場合，計算は行われません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．２ ｓａｍｐｌｅデータ解析 

複数のＡＳＣＩＩ極点図を選択 

 

 平滑化の確認     バックグランドの確認 

  

 吸収補正の確認     ｄｅｆｏｃｕｓの確認 

  

 ｒａｎｄｏｍ評価を行う場合、平滑化は行わないでください。 

 一括補正を行う。 

  



内部規格化ありの場合  

 

内部規格化なしの場合  

 

上記規格化密度が大きく異なるのは、規格化定数＜Ｉ＞が大きく異なる事が原因です。 

以下に双方の規格化定数＜Ｉ＞を比較します。 CTRでは、random+内部規格化をお勧めいたします。 

 最大値）（規格化定数）を表示しています。 

random  

sample  



処理結果の極点図が表示され、ODFFileコマンドが選択可能になる。 

 

 

作成された処理結果ファイル 

  

 

 _ch以降のファイル名 

  A24 平滑化 ４ｐｏｉｎｔｓの２Ｃｙｃｌｅｓ 

  B0 バックグランド削除は doubleMode 

  U 吸収補正処理 

  D ｄｅｆｏｃｕｓ処理 

  S 極密度の規格化 

  _2 TXT2データ(α、β、極密度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．３ ＯＤＦ入力ファイルの作成 

    ＦｕｌｌＳｅｔのＣＴＲパッケージの場合、ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアが表示 

   ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅの画面  

   処理結果ファイル」が表示される。 

  

    格子定数とＯＤＦファイルに含める極点図を選択してファイルを作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ＯＤＦファイルの切り替えで，各ＯＤＦ向けデータ作成が作成可能 

 ＯＤＦの選択は Optionから選択する 

 

 作成されたファイル 

  

 

 ＬａｂｏＴｅｘ 

  AluminumA.epf 

 popLA 

  popla.DFB 

  popla.RAW 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

  Textools111_0.pol 

  Textools200_1.pol 

  Textools220_2.pol 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

  111_ch24B0UDS_2StdODF.TXT 

  200_ch24B0UDS_2StdODF.TXT 

  220_ch24B0UDS_2StdODF.TXT 

 



５．４ 入力極点図と再計算極点図Ｅｒｒｏｒ Ｒｐ％の評価 

 ５．４．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

  ＯＤＦ解析を行い、極点図のＥｘｐｏｒｔを行う。 

  

  

 ＶａｌｕｅＯＤＦによるＲｐ％の表示 

 ＦｉｌｅメニューからＥｘｐｏｒｔファイルを選択 

  

 αプロファイルが基準値±１．５％以内であり、測定や補正に問題がない事が分かります。 



 ５．４．２ ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

   

  Rp％は ODF計算結果ファイルに書き出される。 

    

   目標１％に対して、１１％になった。 

 ＶａｌｕｅＯＤＦで評価 

  ＯＤＦ解析後、入力極点図と同じ極点図の再計算極点図を計算する 

 

  

  ｛１１１｝極点図のブレがー１．５％を外れている。 

 

 

 

 

 



 ５．４．３ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

   

  Errorは OUTPUT1.TXTに書き出される。 

  ｛１００｝ 、｛１１０｝ 、｛１１１｝  

  ＶａｌｕｅＯＤＦでは計算直後の C:¥ODFを指定してＲｐ％を表示 

   

  ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦのｅｒｒｏｒとＲｐ％は異なる。 

 

 

 



 ５．４．４ ＮｅｗＯＤＦ（ｒｉｇａｋｕ） 

  NewODFの入力ファイルはＲａｓファイル、NewODFの Exportファイルは ASCファイル 

  詳しくは、ValueODFVFを参照してください。 

 ５．４．５ ＣＴＲＯＤＦ 

  CTRODFの入力データはTXT2ファイル,CTRODFのExportファイルはTPFファイルです。 

  詳しくは、CTRODFを参照してください。 

 ５．４．６ ＶｅｃｔｏｒＴｏｏｌｓ 

  本ソフトウエアで透過反射データの接続を行い、PFtoODF3で OutSideデータを作成し 

  Ｖｅｃｔｏｒ法解析結果から３６ＢＯＸ描画、μ-ζベクトル法描画を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．解析に伴う、規格化強度とＭａｘ強度 

 本ソフトウエアでは、データ読み込み時、ｃｐｓに変換されて表示される。 

 例えば、C:¥CTR¥DATA¥Aluminum-H-O¥Aluminum-O¥200.ASCでは 

  測定時の表示は 

  

 

本ソフトウエアで読み込むと  データ処理せずにＣａｌｃ 

   

内部計算規格化 

  

  

 

最大値は、18610counts 

FT時間：  1.66667 

と、登録されている 

Cpsへの変換は 

18610/1.6667＝11165.78 

 

極点図の中心（α=90）の強度

は平均化される。 

この為、11165.98-＞8597.38

に変わった。 

最大極密度と（規格化値）が表示される 



ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

  

 バックグランドを削除する。 

  

 作成された TXT2ファイルを defocusに登録 

  

 配向データのｄｅｆｏｃｕｓ処理 

  

  

β方向不完全データのい対称操作は 

Ver1.13以降サポートしています。 



７．Ｒｐ％の自動決定(Cubic専用),Schulzスリットを用いた光学系用 

  Ver1.15以降の CTRフルパッケージで機能します。 

  テストデータ CTR¥DATA¥ODFPoleFigureデータで説明します。 

  ７．１ ｄｅｆｏｃｕｓデータの作成 

    CTR¥DATA¥ODFPoleFigue¥randomデータを defocus補正なしで処理 

   

  

 TXT2データと測定スリット、2Theta角度ファイルが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



    ７．２ TXT2データからｄｅｆｏｃｕｓファイルの作成 

  

 DEFOCUS_F.TXTとして defocusファイルが作成されます。 

  

 

 

 

 

 スリット幅と 2Theta角度が新たに登録されています。 

 

Defocus操作で作成されるファイル 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ７．３ Rp%の検索モードによる極点処理 

  CTR¥DATa¥ODFPoleFigureデータ（５ｄｅｇステップのみに対応） 

  

 Defocus補正処理と Rp％の検索モード 

  

  計算プログラムが別途必要で、インストールされていないとアクティブになりません。 

 結果（上段：defocus補正のみ、下段：defocus補正＋再 defocus処理（Rp%） 

  

  

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正が正確に行われていれば最適化Ｒｐ％でも改善されません。 

  



   ７．４ Ｒｐ％検索結果のＥｒｒｏｒ表示 

 Defocus補正なし 

   

 Defocus補正なし＋再 defcous補正 

   

 



 Defocus処理 

   

 Defocus処理＋再 defcous補正 

   

  最適化Ｒｐ％で平均値が改善されない場合じは採用しないで下さい。 

 



 ８．等高線表示 

 等高線３D表示から等高線表示に切り替えるにはＣｏｎｔｏｕｒを選択 

   

  表示から 

  に変わり 

 等高線が表示されます。 

  

 

 Calcにより、極点図を処理すると 

   

 GPPoleDisplayにより、あるいは Contour+Levelで等高線表示に等高線レベル表示を行うことが 

    可能になります。 



 

等高線レベル表示 

  

 

 表示した等高線レベルをマウスクリックでNoramalizeDsipONで平均強度を表示 

 



９．バックグランド 

 通常、実際の極点図（ピーク極点図）測定とバックグランド測定は同時に行われるが、 

   バックグランドにピークの影響を受ける事があり、高分子材料などではバックグランドの測定が 

   難しい。本機能は測定されているバックグランドの扱いに関する説明を行う。 

  

 選択されたデータでは、バックグランドはピーク位置の Low側とHigh側で測定されています。 

 Dispでバックグランドの状態を表示します。 

 α軸方向に関してバックグランドのＬｏｗとＨｉｇｈを表示しています 

  

 拡大 

  

  

 Lowと Highの平均をバックグランド  Low側をバックグランド 

  Low-とHighの低い値をバックグランド  Ｈｉｇｈ側をバクグランド 

 



高分子材料などではこの設定では足りないため、機能が追加されています。 

 

 

 ピーク極点図の最小値をバックグランドに設定します。 

 ピーク極点図の最少値をバックグランド    一括入力 

  

 α毎にβ方向の最少値をバックグランド 

  

 

 

 

 

 

 



高分子材料などのバックグランド測定が困難な場合、β方向の平均値の最小値に係数を掛けて決定 

 係数が１より大きい場合、バックグランドの直接入力値とする。 

  

  

  

  

透過極点図と反射極点図の同時処理と透過極点図と反射極点図の接続 

   同時処理 データ接続 

 

   

     

β方向の最小平均値 

計算バックグランド 



測定バックグランドの修正 

 ODFPoleFigure1.5->ToolKit>SoftWare->PageNest->PoleBackgroundEditor 

 測定バックグランドの修正 

  

 

 Ｅｘｃｅｌのよる修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．透過極点図、反射極点図接続 

 透過極点図を含む場合、Rp％の最小化は機能しませんが、Ｃｕｂｉｃに関しては確認可能。 

 条件は、ｄｅｆｏｃｕｓ補正＋Ｃｕｂｉｃです。 

以下の極点図の場合、 

 バックグランド補正、透過法の吸収補正、反射法のｄｅｆｏｃｕｓ補正を行い、データ接続後 

 状態確認出来ます。 

 反射法の吸収補正は吸収補正部分 Refにチェックすると機能します。 

 透過法の defocus補正は defocus補正テーブルに透過法で測定した randomデータを登録後 

    指数の後に、’T’を追加、例えば、111_ch_2.TXT場合、111T_ch_2.TXTとします。 

 

 

補正を行う。  

 

データ接続を行う  

 

 



評価を行う。  

 

 評価は、規格化を行ってください。  

状態が悪い場合は、データ接続範囲を PFConnectionソフトウエア変更してください 

 



１１．データ処理後のＥｒｒｏｒ評価 

   Ｒｐ％の最適化後Ｅｒｒｏｒ評価を行っていましたが、最適化なしでＥｒｒｏｒ評価を行います。 

 

   透過極点図と反射極点図のデータ処理後 

  

 データ接続 

  

 評価が可能になります。 

 

   反射極点図のデータ処理後 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１２．大量Ｓａｍｐｌｅの一括処理 

１２．１ ＡＳＣデータを指数毎に同一のファイル名に変更 

  

 Ｓａｍｐｌｅ ＮＯ００１，ＮＯ００２，ＮＯ００３，ＮＯ００４，ＮＯ００５，ＮＯ００６に対し 

 異なるファイル名が存在する。 

 ＣＴＲソフトウエアでは、ホルダにスペースは使用しない、ファイル名の先頭に指数配置としています。 

 

 

 

 変更するホルダを指定 

  ASCファイルを指数＋ｒｅｎａｍｅ＿２．ＡＤＣに変更 

 



統一したファイル名が追加されます。 

  

 

 

 

 

 



１２．２ ｄｅｆｏｃｕｓファイル作成 

 ｒａｎｄｏｍデータからバックグランド削除 

 

 

 

 

 

 

 



 データ登録 

 

 

 ファイルが登録される。 

 

ＴｅｘｔＤｉｓｐで確認 

 

 先頭の指数が重要で、この指数でｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線が自動的に選択されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１２．３ 一括処理 

１２．３．１ 対象データを指定 

 

 

 

１２．３．２対象ホルダを指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 

最初に選択した ASCデータと後から指定したホルダの同一名ファイルの一括処理を行う。 

処理スピードは低下するが最適化Ｒｐ％を指定する。 

 

処理が終了 



１２．３．３処理結果 

 

 

 

より、バックグランド除去、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、規格化が行われています。 

 

１３．大量データの平均化 

 ＡｄｄｉｎｇＰｏｌｅソフトウエアで平均化を行う。 


